
○
環
境
省
令
第
八
号

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

及
び
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
環
境
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
第
一
種
動
物
取
扱
業
の
登
録
の
申
請
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第

一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
ヲ
中
「
除
く
。
」
の
下
に

「
以
下
同
じ
。
」
を
加
え
、
同
号
ワ
中
「
限
る
。
」
の
下
に
「
以
下
同
じ
。
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
動
物
取
扱
業
者
」

を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
犬
猫
等
健
康
安
全
計
画
の
記
載
事
項
）
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第
二
条
の
二

法
第
十
条
第
三
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
幼
齢
の
犬
猫
等
の
健
康
及
び
安
全
の
保
持
に
配
慮

し
た
飼
養
、
保
管
、
繁
殖
及
び
展
示
の
方
法
と
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
第
一
種
動
物
取
扱
業
の
登
録
の
基
準
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
第
六
号
及
び
第

九
号
」
を
「
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
、
第
七
号
及
び
第
九
号
」
を
、
「
、
第
三
号
、
第

八
号
及
び
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
九
号

中
「
ね
こ
」
を
「
猫
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
十
二
条
第
一
項
の
幼
齢
の
犬
猫
等
の
健
康
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
犬
猫
等
の
終
生
飼
養
の
確
保
を
図
る
た
め
に
適

切
な
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

犬
猫
等
健
康
安
全
計
画
が
、
第
一
項
の
動
物
の
健
康
及
び
安
全
の
保
持
そ
の
他
動
物
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た

め
必
要
な
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
、
前
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
飼
養
施
設
の
構
造
、
規
模
及
び
管
理
に

関
す
る
基
準
並
び
に
第
八
条
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

犬
猫
等
健
康
安
全
計
画
が
、
幼
齢
の
犬
猫
等
の
健
康
及
び
安
全
の
保
持
の
確
保
上
明
確
か
つ
具
体
的
で
あ
る
こ
と
。

三

犬
猫
等
健
康
安
全
計
画
に
定
め
る
販
売
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
犬
猫
等
の
取
扱
い
が
、
犬
猫
等
の
終
生
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飼
養
を
確
保
す
る
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
第
一
種
動
物
取
扱
業
の
登
録
の
更
新
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第
一
種
動
物

取
扱
業
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
削
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
第
一
種
動
物
取
扱
業
の
登
録
の
変
更
の
届
出
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
十
条
第
二
項

第
四
号
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
第
一
号
」
を
、
「
様
式
第
六
に
よ
る
届
出
書
を
」
の
下
に
「
、
犬
猫
等
販
売
業
を
営
も

う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
様
式
第
六
の
二
に
よ
る
届
出
書
を
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

法
第
十
四
条
第
三
項
の
届
出
は
、
様
式
七
の
二
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
第
一
種
動
物
取
扱
業
の
廃
業
等
の
届
出
）
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
号
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第

一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
る
。
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第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
の
遵
守
基
準
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
ね
こ
」
を
「
猫
」
に
改
め

、
同
条
第
五
号
中
「
販
売
業
者
に
あ
っ
て
は
、
」
の
下
に
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
を
相
手
方
と
し
て
動
物
を
販
売
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
当
該
」
を
加
え
、
「
顧
客
」
を
「
当
該
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
「
、
動
物
取
扱
業
者
を
相
手
方

と
し
て
販
売
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
」
を
削
り
、
同
号
ト
中
「
そ
の
他
」
を
「
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
号
リ
中
「
若
し
く

は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
号
カ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

カ

繁
殖
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
登
録
番
号
又
は
所
在
地
（
輸
入
さ
れ
た
動
物
で
あ
っ
て
、
繁
殖
を
行
っ
た

者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
動
物
を
輸
出
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
所
在
地
、
譲
渡
さ
れ
た
動
物

で
あ
っ
て
、
繁
殖
を
行
っ
た
者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
譲
渡
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
所
在
地
）

第
八
条
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
顧
客
に
よ
る
確
認
並
び
に
第
七
号
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者

に
よ
る
確
認
、
法
第
二
十
一
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
く
情
報
提
供
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
当
該
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
顧
客
に

よ
る
確
認
並
び
に
第
八
号
」
に
改
め
、
「
調
製
し
」
の
下
に
「
、
当
該
販
売
又
は
貸
出
し
に
係
る
顧
客
を
明
確
に
し
た
上
で
」

を
加
え
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
犬
猫
等
販
売
業
者
が
、
法
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
に
基
づ
く
犬
猫
等
の
個
体
に
関
す
る
帳
簿
を
備
え
付
け
て
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い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
八
条
第
九
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

動
物
の
仕
入
れ
、
販
売
等
の
動
物
の
取
引
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
取
引
の
相
手
方
が
動
物
の

取
引
に
関
す
る
関
係
法
令
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
及
び
違
反
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
聴
取
し
、
違
反
が
確
認
さ
れ

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
取
引
の
相
手
方
と
動
物
の
取
引
を
行
わ
な
い
こ
と
。
特
に
、
特
定
動
物
の
取
引
に
当
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
相
手
方
が
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
許
可
証
等
に
よ
り
確
認
し
、

許
可
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
動
物
の
取
引
を
行
わ
な
い
こ
と
。

第
八
条
第
八
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
第
七
号
中
「
情
報
を
」
の
下
に
「
貸
出
先
に
対
し
て
」
を
加
え
、
同
号
ホ
中
「
そ
の

他
」
を
「
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

六

販
売
業
者
に
あ
っ
て
は
、
法
第
二
十
一
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
情
報
を
提
供
し
た
際
は
、
当
該
情
報
提
供
を
受
け
た

こ
と
に
つ
い
て
顧
客
に
署
名
等
に
よ
る
確
認
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
販
売
に
際
し
て
の
情
報
提
供
の
方
法
等
）

第
八
条
の
二

法
第
二
十
一
条
の
四
の
環
境
省
令
で
定
め
る
動
物
は
、
哺
乳
類
、
鳥
類
又
は
爬
虫
類
に
属
す
る
動
物
と
す
る
。

は

２

法
第
二
十
一
条
の
四
の
適
正
な
飼
養
又
は
保
管
の
た
め
に
必
要
な
情
報
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
と
す
る
。

一

品
種
等
の
名
称

二

性
成
熟
時
の
標
準
体
重
、
標
準
体
長
そ
の
他
の
体
の
大
き
さ
に
係
る
情
報

三

平
均
寿
命
そ
の
他
の
飼
養
期
間
に
係
る
情
報

四

飼
養
又
は
保
管
に
適
し
た
飼
養
施
設
の
構
造
及
び
規
模

五

適
切
な
給
餌
及
び
給
水
の
方
法

六

適
切
な
運
動
及
び
休
養
の
方
法

七

主
な
人
と
動
物
の
共
通
感
染
症
そ
の
他
の
当
該
動
物
が
か
か
る
お
そ
れ
の
高
い
疾
病
の
種
類
及
び
そ
の
予
防
方
法

八

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
方
法
及
び
そ
の
費
用
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。
）

九

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
み
だ
り
な
繁
殖
を
制
限
す
る
た
め
の
措
置
（
不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
を
不
可
逆
的
な
方
法
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に
よ
り
実
施
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

十

遺
棄
の
禁
止
そ
の
他
当
該
動
物
に
係
る
関
係
法
令
の
規
定
に
よ
る
規
制
の
内
容

十
一

性
別
の
判
定
結
果

十
二

生
年
月
日
（
輸
入
等
を
さ
れ
た
動
物
で
あ
っ
て
、
生
年
月
日
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
推
定
さ
れ
る
生

年
月
日
及
び
輸
入
年
月
日
等
）

十
三

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。
）

十
四

繁
殖
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
登
録
番
号
又
は
所
在
地
（
輸
入
さ
れ
た
動
物
で
あ
っ
て
、
繁
殖
を
行
っ
た

者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
動
物
を
輸
出
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
所
在
地
、
譲
渡
さ
れ
た
動
物
で

あ
っ
て
、
繁
殖
を
行
っ
た
者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
動
物
を
譲
渡
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
所
在

地
）

十
五

所
有
者
の
氏
名
（
自
己
の
所
有
し
な
い
動
物
を
販
売
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

十
六

当
該
動
物
の
病
歴
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
等

十
七

当
該
動
物
の
親
及
び
同
腹
子
に
係
る
遺
伝
性
疾
患
の
発
生
状
況
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
り
、
か
つ
、
関
係
者
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か
ら
の
聴
取
り
等
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

十
八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
動
物
の
適
正
な
飼
養
又
は
保
管
に
必
要
な
事
項

第
十
条
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
ニ
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「

第
一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
八
条
を
加
え
る
。

(

犬
猫
等
の
個
体
に
関
す
る
帳
簿
の
備
付
け
）

第
十
条
の
二

法
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
犬
猫
等
の
品
種
等
の
名
称

二

当
該
犬
猫
等
の
繁
殖
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
登
録
番
号
又
は
所
在
地
（
輸
入
さ
れ
た
犬
猫
等
で
あ
っ
て
、
繁
殖
を
行

っ
た
者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
犬
猫
等
を
輸
出
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
所
在
地
、
譲
渡
さ
れ
た

犬
猫
等
で
あ
っ
て
、
繁
殖
を
行
っ
た
者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
犬
猫
等
を
譲
渡
し
た
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
所
在
地
）

三

当
該
犬
猫
等
の
生
年
月
日
（
輸
入
等
を
さ
れ
た
犬
猫
等
で
あ
っ
て
、
生
年
月
日
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

推
定
さ
れ
る
生
年
月
日
及
び
輸
入
年
月
日
等
）
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四

当
該
犬
猫
等
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
日

五

当
該
犬
猫
等
を
当
該
犬
猫
等
販
売
業
者
に
販
売
し
た
者
又
は
譲
渡
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
登
録
番
号
又
は
所
在

地
六

当
該
犬
猫
等
の
販
売
又
は
引
渡
し
を
し
た
日

七

当
該
犬
猫
等
の
販
売
又
は
引
渡
し
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
登
録
番
号
又
は
所
在
地

八

当
該
犬
猫
等
の
販
売
又
は
引
渡
し
の
相
手
方
が
動
物
の
取
引
に
関
す
る
関
係
法
令
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
状

況
九

当
該
犬
猫
等
の
販
売
を
行
っ
た
者
の
氏
名

十

当
該
犬
猫
等
の
販
売
に
際
し
て
の
法
第
二
十
一
条
の
四
に
規
定
す
る
情
報
提
供
及
び
第
八
条
第
六
号
に
掲
げ
る
当
該
情

報
提
供
に
つ
い
て
の
顧
客
に
よ
る
確
認
の
実
施
状
況

十
一

当
該
犬
猫
等
が
死
亡
（
犬
猫
等
販
売
業
者
が
飼
養
又
は
保
管
し
て
い
る
間
に
死
亡
の
事
実
が
発
生
し
た
場
合
に
限
る

。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
し
た
日

十
二

当
該
犬
猫
等
の
死
亡
の
原
因
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２

法
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
の
帳
簿
は
、
記
載
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
保
存
は
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
る
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

帳
簿
の
保
存
に
当
た
っ
て
は
、
取
引
伝
票
又
は
検
案
書
等
の
当
該
帳
簿
の
記
載
事
項
に
関
す
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類

を
整
理
し
、
保
存
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
犬
猫
等
の
個
体
に
関
す
る
届
出
）

第
十
条
の
三

法
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
の
届
出
は
、
次
項
の
期
間
終
了
後
六
十
日
以
内
に
、
様
式
第
十
一
の
二
に
よ
る
届

出
書
を
、
当
該
届
出
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

と
す
る
。

３

前
項
の
期
間
は
、
新
た
に
第
一
種
動
物
取
扱
業
の
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
登
録
を
受
け
た
日
か
ら
登
録
を
受

け
た
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

４

法
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
数
の
報
告
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
期
間
中
の
各
月
ご
と
の
合
計
数
を
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報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
犬
猫
等
販
売
業
者
に
対
す
る
検
案
書
等
の
提
出
命
令
）

第
十
条
の
四

法
第
二
十
二
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
様
式
第
十
一
の
三
に
よ
る
命
令
書
を
犬
猫
等
販
売
業
者

に
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
第
二
種
動
物
取
扱
業
者
の
範
囲
等
）

第
十
条
の
五

法
第
二
十
四
条
の
二
の
飼
養
施
設
は
、
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
と
区
分
で
き
る
施
設
（
動
物
（
次
項
に

規
定
す
る
数
を
超
え
な
い
場
合
に
限
る
。
）
の
飼
養
又
は
保
管
を
、
一
時
的
に
委
託
を
受
け
て
行
う
者
の
飼
養
施
設
を
除
く

。
）
と
す
る
。

２

法
第
二
十
四
条
の
二
の
環
境
省
令
で
定
め
る
数
は
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
数
と
す

る
。

一

大
型
動
物
（
牛
、
馬
、
豚
、
ダ
チ
ョ
ウ
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
大
き
さ
を
有
す
る
哺
乳
類
若
し
く
は
鳥
類
に
属
す

る
動
物
）
及
び
特
定
動
物
の
合
計
数

三

二

中
型
動
物
（
犬
、
猫
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
大
き
さ
を
有
す
る
哺
乳
類
、
鳥
類
若
し
く
は
爬
虫
類
に
属
す
る
動
物
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。
た
だ
し
、
大
型
動
物
は
除
く
。
）
の
合
計
数

十

三

前
二
号
に
掲
げ
る
動
物
以
外
の
哺
乳
類
、
鳥
類
又
は
爬
虫
類
に
属
す
る
動
物
の
合
計
数

五
十

四

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
動
物
の
合
計
数

十

五

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
動
物
の
合
計
数

五
十

３

法
第
二
十
四
条
の
二
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
の
行
為
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を

す
る
場
合

二

警
察
職
員
が
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
警
察
の
責
務
と
し
て
動
物

の
取
扱
い
を
す
る
場
合

三

自
衛
隊
員
が
自
衛
隊
の
施
設
等
又
は
部
隊
若
し
く
は
機
関
の
警
備
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る
場
合

四

家
畜
防
疫
官
が
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
第
七
条
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

又
は
感
染
症
の
予

第
四
十
条
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
五
条
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
二

防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
基
づ
く
動
物
検
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疫
所
の
業
務
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る
場
合

五

検
疫
所
職
員
が
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
五
十
六
条
の
二
に
基
づ
く
検
疫

所
の
業
務
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る
場
合

六

税
関
職
員
が
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
に
基
づ
く
税
関
の
業
務
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る

場
合

七

地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
法
の
規
定
に
基
づ
く
業
務
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る
場
合

八

地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
狂
犬
病
予
防
法
第
六
条
又
は
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
犬
を
抑
留
す
る
場
合

九

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律

第
七
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
業
務
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る
場
合

十

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号

）
の
規
定
に
基
づ
く
業
務
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る
場
合

十
一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
業
務
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る
場
合
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十
二

国
の
職
員
が
少
年
院
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
九
号
）
第
四
条
、
婦
人
補
導
院
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

第
十
七
号
）
第
二
条
又
は
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
第

八
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
業
務
に
伴
っ
て
動
物
の
取
扱
い
を
す
る
場
合

（
第
二
種
動
物
取
扱
業
の
届
出
等
）

第
十
条
の
六

法
第
二
十
四
条
の
二
の
届
出
は
、
様
式
第
十
一
の
四
に
よ
る
届
出
書
及
び
そ
の
写
し
一
通
を
提
出
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
四
条
の
二
の
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

二

次
に
掲
げ
る
設
備
等
の
配
置
を
明
ら
か
に
し
た
飼
養
施
設
の
平
面
図
及
び
飼
養
施
設
の
付
近
の
見
取
図
（
チ
か
ら
ル
ま

で
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

イ

ケ
ー
ジ
等

ロ

給
水
設
備

ハ

消
毒
設
備
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ニ

餌
の
保
管
設
備

ホ

清
掃
設
備

ヘ

遮
光
の
た
め
又
は
風
雨
を
遮
る
た
め
の
設
備

ト

訓
練
場

チ

排
水
設
備

リ

洗
浄
設
備

ヌ

汚
物
、
残
さ
等
の
廃
棄
物
の
集
積
設
備

ル

空
調
設
備
（
屋
外
設
備
を
除
く
。
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
申
請
者
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

４

法
第
二
十
四
条
の
二
第
七
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

事
業
の
開
始
年
月
日

二

飼
養
施
設
の
土
地
及
び
建
物
に
つ
い
て
事
業
の
実
施
に
必
要
な
権
原
を
有
す
る
事
実
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（
第
二
種
動
物
取
扱
業
の
変
更
の
届
出
）

第
十
条
の
七

法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
変
更
の
届
出
は
、
様
式
第
十
一
の
五
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

２

法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

主
と
し
て
取
り
扱
う
動
物
の
種
類
及
び
数
の
減
少
で
あ
っ
て
、
第
十
条
の
五
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
数
を
下
回
ら
な
い

も
の

二

飼
養
施
設
の
規
模
の
増
大
で
あ
っ
て
、
そ
の
増
大
に
係
る
部
分
の
床
面
積
が
、
法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
た
と
き
（
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
と
き

。
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
通
算
し
て
、
法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
の
延
べ
床
面
積

の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
も
の

三

第
十
条
の
六
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
設
備
等
に
係
る
変
更
で
あ
っ
て
、
当
該
設
備
等
の
増
設
及
び
配
置
の
変
更
並
び

に
現
在
の
設
備
等
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
設
備
等
へ
の
改
設
で
あ
る
も
の

３

法
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
の
届
出
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
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様
式
第
十
一
の
六
に
よ
る
届
出
書
を
、
届
出
に
係
る
飼
養
施
設
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
様
式
第
十
一
の
七
に
よ
る
届
出

書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
第
二
種
動
物
取
扱
業
の
廃
業
等
の
届
出
）

第
十
条
の
八

法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
一
項
の
廃
業
等
の
届
出
は
、
様
式
第
十
一
の
八
に
よ

る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
第
二
種
動
物
取
扱
業
者
の
遵
守
基
準
）

第
十
条
の
九

法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一

譲
渡
業
者
（
届
出
を
し
て
譲
渡
業
を
行
う
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
譲
渡
し
を
し
よ
う
と
す
る
動
物

に
つ
い
て
、
そ
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
合
致
し
た
適
正
な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
譲
渡
し
に
当
た
っ

て
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
当
該
動
物
の
特
性
及
び
状
態
に
関
す
る
情
報
を
譲
渡
先
に
対
し
て
説
明
す
る
こ
と
。

イ

品
種
等
の
名
称

ロ

飼
養
又
は
保
管
に
適
し
た
飼
養
施
設
の
構
造
及
び
規
模
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ハ

適
切
な
給
餌
及
び
給
水
の
方
法

ニ

適
切
な
運
動
及
び
休
養
の
方
法

ホ

遺
棄
の
禁
止
そ
の
他
当
該
動
物
に
係
る
関
係
法
令
の
規
定
に
よ
る
規
制
の
内
容

二

譲
渡
業
者
に
あ
っ
て
は
、
譲
渡
し
に
当
た
っ
て
、
飼
養
又
は
保
管
を
し
て
い
る
間
に
疾
病
等
の
治
療
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
等
を
行
っ
た
動
物
に
つ
い
て
、
獣
医
師
が
発
行
し
た
疾
病
等
の
治
療
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
に
係
る
証
明
書
を
譲
渡
先

に
交
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
該
動
物
を
譲
渡
し
た
者
か
ら
受
け
取
っ
た
疾
病
等
の
治
療
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
に
係
る

証
明
書
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
も
併
せ
て
交
付
す
る
こ
と
。

三

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
を
し
よ
う
と
す
る
動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
合
致
し
た

適
正
な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
貸
出
し
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
そ
の
動
物
の
特
性
及

び
状
態
に
関
す
る
情
報
を
貸
出
先
に
対
し
て
提
供
す
る
こ
と
。

イ

品
種
等
の
名
称

ロ

飼
養
又
は
保
管
に
適
し
た
飼
養
施
設
の
構
造
及
び
規
模

ハ

適
切
な
給
餌
及
び
給
水
の
方
法
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ニ

適
切
な
運
動
及
び
休
養
の
方
法

ホ

遺
棄
の
禁
止
そ
の
他
当
該
動
物
に
係
る
関
係
法
令
の
規
定
に
よ
る
規
制
の
内
容

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
動
物
の
管
理
の
方
法
等
に
関
し
環
境
大
臣
が
定
め
る
細
目
を
遵
守
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
第
一
種
動
物
取
扱
業
及
び
第
二
種
動
物
取
扱
業
に
係
る
立
入
検
査
の
身
分
証
明
書
）
」
に
改
め

、
同
条
中
「
法
第
二
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
虐
待
の
お
そ
れ
が
あ
る
事
態
）

第
十
二
条
の
二

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
態
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
態
で
あ
っ

て
、
当
該
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
者
が
、
都
道
府
県
の
職
員
の
指
導
に
従
わ
ず
、
又
は
都
道
府
県
の
職
員
に
よ
る
現
場
の

確
認
等
の
当
該
事
態
に
係
る
状
況
把
握
を
拒
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
態
の
改
善
が
見
込
ま
れ
な
い
事
態
と
す
る
。

一

動
物
の
鳴
き
声
が
過
度
に
継
続
し
て
発
生
し
、
又
は
頻
繁
に
動
物
の
異
常
な
鳴
き
声
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
。

二

動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
伴
う
飼
料
の
残
さ
又
は
動
物
の
ふ
ん
尿
そ
の
他
の
汚
物
の
不
適
切
な
処
理
又
は
放
置
に
よ
り
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臭
気
が
継
続
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
。

三

動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
よ
り
多
数
の
ね
ず
み
、
は
え
、
蚊
、
の
み
そ
の
他
の
衛
生
動
物
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
。

四

栄
養
不
良
の
個
体
が
見
ら
れ
、
動
物
へ
の
給
餌
及
び
給
水
が
一
定
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

五

爪
が
異
常
に
伸
び
て
い
る
、
体
表
が
著
し
く
汚
れ
て
い
る
等
の
適
正
な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
て
い
な
い
個
体
が
見

ら
れ
る
こ
と
。

六

繁
殖
を
制
限
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ず
、
か
つ
、
譲
渡
し
等
に
よ
る
飼
養
頭
数
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状

況
に
お
い
て
、
繁
殖
に
よ
り
飼
養
頭
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

第
十
三
条
第
三
号
中
「
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
四
十
七
号
）
」
、
「
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
」
及
び
「
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
」
を
削
り
、

同
条
第
六
号
中
「
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
八
号
中
「
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
」

を
削
り
、
同
条
第
九
号
中
「
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
十
二
号
を
削
る
。

第
十
五
条
第
二
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
管
理
の
体
制
を
記
載
し
た
書
類
（
第
四
項
第
三
号
の
管
理
責
任
者
以
外
に
特
定
動
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物
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
者
が
い
る
場
合
に
限
る
。
）

五

特
定
飼
養
施
設
の
保
守
点
検
に
係
る
計
画

第
十
五
条
第
四
項
中
「
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
主
な
取
扱
者
」
を
「
管
理
責
任
者
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

譲
渡
先
又
は
譲
渡
先
を
探
す
た
め
の
体
制
の
確
保

ロ

殺
処
分
（
イ
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
こ
れ
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

第
十
八
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
に
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

４

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の

措
置
の
変
更
で
あ
っ
て
、
前
条
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
措
置
か
ら
同
号
イ
に
掲
げ
る
措
置
へ
の
変
更
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
主
な
取
扱
者
」
を｢

管
理
責
任
者｣

に
改
め
る
。
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第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
犬
猫
の
引
取
り
を
求
め
る
相
当
の
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）

第
二
十
一
条
の
二

法
第
三
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

犬
猫
等
販
売
業
者
か
ら
引
取
り
を
求
め
ら
れ
た
場
合

二

引
取
り
を
繰
り
返
し
求
め
ら
れ
た
場
合

三

子
犬
又
は
子
猫
の
引
取
り
を
求
め
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
引
取
り
を
求
め
る
者
が
都
道
府
県
等
か
ら
の
繁
殖
を

制
限
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
示
に
従
っ
て
い
な
い
場
合

四

犬
又
は
猫
の
老
齢
又
は
疾
病
を
理
由
と
し
て
引
取
り
を
求
め
ら
れ
た
場
合

五

引
取
り
を
求
め
る
犬
又
は
猫
の
飼
養
が
困
難
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
理
由
に
よ
り
引
取
り
を
求
め
ら
れ
た
場
合

六

あ
ら
か
じ
め
引
取
り
を
求
め
る
犬
又
は
猫
の
譲
渡
先
を
見
つ
け
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
引
取
り
を
求
め
る
相
当
の
事
由
が
な
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い
と
認
め
る
ら
れ
る
場
合
と
し
て
都
道
府
県
等
の
条
例
、
規
則
等
に
定
め
る
場
合

別
表
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（第２条第１項関係）様式第１
年 月 日

殿
都道府県知事
市 長 申請者 氏 名

）（法人にあっては、名称及び代表者の氏名
住 所 〒
電話番号

第 一 種 動 物 取 扱 業 登 録 申 請 書

動物の愛護及び管理に関する法律 の規定に基づき、下記のとおり第一種動物取扱業の第10条第２項
登録の申請をします。

記

１ 事 業 所 の 名 称

２ 事 業 所 の 所 在 地
電話番号

(1)氏名

（ 、 ）３ 動 物 取 扱 責 任 者 □実務経験 年 経験場所：
（ ）(2)要件 □教 育 教育機関等：
（ ）□資 格 団体等：

□販売／□保管／□貸出し／□訓練／□展示
４ 第一種動物取扱業

□その他（ ）の種別
（飼養施設の有無：□有 □無 ）

(1)業務の具
５ 業務

体的内容
の内容
及び実

別記のとおり（販売及び貸出しの場合に限る ）施の方 (2)実 施 の 。
法 方 法

６ 主とし (1)哺乳類
て取り扱
う動物の (2)鳥 類
種類及び
数 (3)爬虫類

(1)所 在 地
７

□木造／□木造モルタル造／□鉄骨鉄筋コンクリート造／□鉄
飼 筋コンクリート造／□コンクリートブロック造①建 築 構 造

（ ）養 (2) □その他

②延 床 面 積 ㎡施 構
設

③敷 地 面 積 ㎡
造

（

床 面
施 及 ④

材
設

質 壁 面
を び
有
す 規 □ケージ等（ 個）
る □照明設備／□給水設備／□排水設備／□洗浄設備／□消毒設
場 模 備／□廃棄物の集積設備／□動物の死体の一時保管場所／□餌⑤設 備 の 種 類
合 の保管設備／□清掃設備／□空調設備／□遮光等の設備／□訓

練場）

(3)管 理 の 方 法
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年 月 日
（これまでの営業年数： 年）８ 営業の開始年月日

①事業所 □有 □無
９権原の有無

□有 □無②飼養施設

(1)氏名10 事業所以外の場所にお

いて重要事項の説明等
（ 、 ）をする職員（事業所の □実務経験 年 経験場所：
（ ）

外で業務を行う場合）
(2)要件 □教 育 教育機関等：

（ ）□資 格 団体等：

(1)氏名
11 事業所ごとに配置

（ 、 ）される重要事項の説 □実務経験 年 経験場所：
（ ）明等をする職員 (2)要件 □教 育 教育機関等：
（ ）□資 格 団体等：

営 業 時 間 時から 時までの間12

犬猫等の繁殖を行13
うかどうかの別及び 別記２のとおり（犬猫等販売業者に限る ）。
犬猫等健康安全計画

□登記事項証明書／□申請者が法第12条第１項第１号から第６
号までに該当しないことを示す書類／□動物取扱責任者が法第1
2条第１項第１号から第６号までに該当しないことを示す書類／

添 付 書 類 □業務の実施の方法／□飼養施設の平面図／□飼養施設の付近14
の見取図／□役員の氏名及び住所／□犬猫等健康安全計画（犬
猫等販売業者に限る ）。
□その他（ ）

備 考15

備 考

１ 「３(2)要件」欄には、要件を満たす具体的な内容（教育機関及び専攻コースの名称、資格名等）を記入すること。

２ 「５(1)業務の具体的内容」欄には、申請に係る業務の内容をできるだけ具体的に記入すること。また、販売業又は貸出業を営

もうとする場合は、業務の実施の方法について本様式別記により明らかにした書類を添付すること。

３ 「６ 主として取り扱う動物の種類及び数」欄には、事業所で主として取り扱う動物の種類（種名）をすべて記入すること。ま

た、飼養施設を有している場合は動物の種類ごとに最大飼養保管数を、飼養施設を有していない場合は１日当たりの最大取扱数

を括弧書きで記入すること。なお、種の分類が困難な爬虫類等の動物の種類については、科名、属名等で記入すること。

４ 「７(2)⑤設備の種類」欄には、動物の愛護及び管理に関する法律施行規則第２条第２項第４号に掲げる設備等を備えている場

合に、備えている設備等にチェックをすることとし、ケージ等についてはその数を記入すること。

５ 「７(3)管理の方法」欄には、ケージ等の材質、構造及び転倒防止措置を記入すること。

６ 「９ 権原の有無」欄は、所有権、賃借権等事業の実施に必要な事業所及び飼養施設に係る権原の有無についてチェックをする

こと 「９②飼養施設」の欄は、飼養施設を有する場合にチェックをすること。。

７ 「10 事業所以外の場所において重要事項の説明等をする職員」及び「11 事業所ごとに配置される重要事項の説明等をする職

員」欄には、要件を満たす具体的な内容（教育機関及び専攻コースの名称、資格名等）を記入し、必要に応じて成績証明書等を

添付すること。また、該当する職員が複数名在籍する場合は別紙に記載して添付すること。

８ 「15備考」欄には、次に掲げる事項を記入すること。

(1) 申請する事業が、他の法令の規定により行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手

続の進捗状況

(2) 動物の愛護及び管理に関する法律第12条第１項第５号又は第６号に掲げる事項に違反して罰金以上の刑に処せられた経歴が

ある場合、又は同法に基づき動物取扱業の登録を取り消され、若しくは業務の停止を命じられたことがある場合は、その旨

及び処分の日付

(3) 事業所に配置される職員の最低数

(4) 申請の際、事業所又は飼養施設が完成していない場合は、その竣工予定日

(5) この申請に係る事務担当者が申請者と異なる場合は、事務担当者の氏名及び電話番号

９ この様式による登録の申請は、動物取扱業の種別ごと、事業所ごとに行うこと。ただし、同一の事業所において複数の種別の

業務を行う場合であって、これらに係る登録を同時に申請する場合は、申請書は業種ごとに別葉で作成し、共通する添付書類に

ついてはそれぞれ１部提出すれば足りるものとする。

10 この申請書及び添付書類の用紙の大きさは、図面等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。
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様
式
第
一
別
記
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様式第１別記

年 月 日

第一種動物取扱業の実施の方法

氏 名

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

住 所 〒

電 話 番 号

第一種動物取扱業の種別 □ 販売業 □ 貸出業

項 目 実 施 方 法

□ 哺乳類に属する動物について、離乳等を終えて、成体が食べ

１ 販売に供する動物の る餌と同様の餌を自力で食べることができるようになった動

生育段階 物を販売（ただし、犬又は猫については、出生後 日を経45
過した犬又は猫を販売）

□ その他（ ）

□ 飼育環境の変化及び輸送に対して十分な耐性が備わった動物
２ 販売又は貸出しをしよ

を販売又は貸出し
うとする動物の状態

□ その他（ ）

□ ２日間以上その状態（下痢、おう吐、四肢の麻痺等外形上明
３ 販売又は貸出しをしよ

らかなものに限る ）を目視によって観察し、健康上の問題うとする動物の健康状態 。

があることが認められなかった動物を販売又は貸出しの確認の方法
□ その他（ ）

□ 販売の契約に当たって、あらかじめ、当該販売に係る動物の

４ 販売をしようとする動 現在の状況を直接見せるとともに、裏面①に掲げる動物の特

物の現在の状況を見せる 性及び状態に関する情報を、顧客に対して対面により書面又

こと並びに対面による当 は電磁的記録を用いて説明するとともに、当該情報提供を受

該動物の適正な飼養又は けたことについて顧客に署名等による確認を実施（第一種動

保管に必要な情報の提供 物取扱業者を相手方とする販売の場合は、一部の情報につい

及び顧客による確認方法 て必要に応じて説明）

□ その他（ ）

□ 販売の契約に当たって、飼養・保管をしている間に疾病等の

治療、ワクチンの接種等を行った動物について、獣医師が発

行した疾病等の治療、ワクチンの接種等に係る証明書を顧客５ 動物の治療、ワクチン
に交付接種等に係る証明書の交

□ 販売の契約に当たって、動物の仕入先から受け取った疾病等付の方法
の治療、ワクチンの接種等に係る証明書がある場合に、これ

を顧客に交付

□ その他（ ）

６ 貸出しをしようとする □ 貸出しの契約に当たって、あらかじめ、裏面②に掲げる動物

動物の特性及び状態に関 の特性及び状態に関する情報を提供

する情報の提供の方法 □ その他（ ）

□ ５年間保管
７ ４の販売に係る契約時

□ 犬猫等の個体に関する帳簿に記載
の情報提供及び顧客によ

□ その他（ ）
る確認並びに６の貸出し

に係る契約時の情報提供

の実施状況に係る記録台

帳の保管の方法

備 考

備 考

１ 「その他」の場合は、内容を詳細に記入すること。

この書類の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。２
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① イ 品種等の名称

ロ 性成熟時の標準体重、標準体長その他の体の大きさに係る情報

ハ 平均寿命その他の飼養期間に係る情報

ニ 飼養又は保管に適した飼養施設の構造及び規模

ホ 適切な給餌及び給水の方法

ヘ 適切な運動及び休養の方法

ト 主な人と動物の共通感染症その他当該動物がかかるおそれの高い疾病の種類及びそ

の予防方法

チ 不妊又は去勢の措置の方法及びその費用（哺乳類に属する動物に限る ）。

リ チに掲げるもののほかみだりな繁殖を制限するための措置（不妊若しくは去勢の措

置を不可逆的な方法により実施している場合を除く ）。

ヌ 遺棄の禁止その他当該動物に係る関係法令の規定による規制の内容

ル 性別の判定結果

（ 、 、ヲ 生年月日 輸入等をされた動物であって 生年月日が明らかでない場合にあっては

推定される生年月日及び輸入年月日等）

ワ 不妊又は去勢の措置の実施状況（哺乳類に属する動物に限る ）。

（ 、カ 繁殖を行った者の氏名又は名称及び登録番号又は所在地 輸入された動物であって

繁殖を行った者が明らかでない場合にあっては当該動物を輸出した者の氏名又は名称

及び所在地、譲渡された動物であって、繁殖を行った者が明らかでない場合にあって

は当該動物を譲渡した者の氏名又は名称及び所在地）

ヨ 所有者の氏名（自己の所有しない動物を販売しようとする場合に限る ）。

タ 当該動物の病歴、ワクチンの接種状況等

（ 、レ 当該動物の親及び同腹子に係る遺伝性疾患の発生状況 哺乳類に属する動物に限り

かつ、関係者からの聴取り等によっても知ることが困難であるものを除く ）。

ソ イからレまでに掲げるもののほか、当該動物の適正な飼養又は保管に必要な事項

② イ 品種等の名称

ロ 飼養又は保管に適した飼養施設の構造及び規模

ハ 適切な給餌及び給水の方法

ニ 適切な運動及び休養の方法

ホ 主な人と動物の共通感染症その他当該動物がかかるおそれの高い疾病の種類及びそ

の予防方法

ヘ 遺棄の禁止その他当該動物に係る関係法令の規定による規制の内容

ト 性別の判定結果

チ 不妊又は去勢の措置の実施状況（哺乳類に属する動物に限る ）。

リ 当該動物のワクチンの接種状況

ヌ イからリまでに掲げるもののほか、当該動物の適正な飼養又は保管に必要な事項
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様式第１別記２

年 月 日

犬猫等健康安全計画

氏 名

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

住 所 〒

電 話 番 号

犬猫等の繁殖を行うかどうか □ 繁殖を行う □ 繁殖を行わない

項 目 計 画 の 内 容

１ 幼齢の犬猫等の健康及

び安全を保持するための

体制の整備

２ 販売の用に供すること

が困難となった犬猫等の

取扱い

３ 幼齢の犬猫等の健康及

び安全の保持に配慮した

飼養、保管、繁殖及び展

示方法

この書類の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。備 考
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（第４条第１項関係）様式第４
年 月 日

殿
都道府県知事
市 長 申請者 氏 名

（ 、 ）法人にあっては 名称及び代表者の氏名
住 所 〒
電話番号

第一種動物取扱業登録更新申請書

、動物の愛護及び管理に関する法律 の規定に基づき第13条第２項において準用する同法第10条第２項
下記のとおり第一種動物取扱業の登録の更新の申請をします。

記

１ 事 業 所 の 名 称

２ 事 業 所 の 所 在 地
電話番号

(1)氏名

（ 、 ）３ 動 物 取 扱 責 任 者 □実務経験 年 経験場所：
（ ）(2)要件 □教 育 教育機関等：
（ ）□資 格 団体等：

□販売／□保管／□貸出し／□訓練／□展示／
４ 第一種動物取扱業の種別

その他（ ）
（飼養施設の有無：□有 □無 ）

(1)業務の具５ 業務

体的内容
の内容
及び実

様式第１別記のとおり（販売及び貸出しの場合に限る ）
施の方 (2)実 施 の

。
法 方 法

６ 主とし (1)哺乳類
て取り扱
う動物の (2)鳥 類
種類及び
数 (3)爬虫類

(1)所 在 地
７

□木造／□木造モルタル造／□鉄骨鉄筋コンクリート造／□鉄
飼 筋コンクリート造／□コンクリートブロック造①建 築 構 造

（ ）養 (2) □その他

②延 床 面 積 ㎡施 構
設

③敷 地 面 積 ㎡
造

（

床 面
施 及 ④

材設

質 壁 面
を び
有
す 規 □ケージ等（ 個）
る □照明設備／□給水設備／□排水設備／□洗浄設備／□消毒設
場 模 備／□廃棄物の集積設備／□動物の死体の一時保管場所／□餌⑤設 備 の 種 類
合 の保管設備／□清掃設備／□空調設備／□遮光等の設備／□訓

練場）

(3)管 理 の 方 法

- 32 -



年 月 日
（これまでの営業年数： 年）８ 営業の開始年月日

①事業所 □有 □無
９権原の有無

□有 □無②飼養施設

(1)氏名10 事業所以外の場所にお

いて重要事項の説明等
（ 、 ）をする職員（事業所の □実務経験 年 経験場所：
（ ）

外で業務を行う場合）
(2)要件 □教 育 教育機関等：

（ ）□資 格 団体等：

(1)氏名
11 事業所ごとに配置

（ 、 ）される重要事項の説 □実務経験 年 経験場所：
（ ）明等をする職員 (2)要件 □教 育 教育機関等：
（ ）□資 格 団体等：

営 業 時 間 時から 時までの間12

犬猫等の繁殖を行13
うかどうかの別及び 様式第１別記２のとおり（犬猫等販売業者に限る ）。
犬猫等健康安全計画

□登記事項証明書／□申請者が法第12条第１項第１号から第６
号までに該当しないことを示す書類／□動物取扱責任者が法第1
2条第１項第１号から第６号までに該当しないことを示す書類／

添 付 書 類 □業務の実施の方法／□飼養施設の平面図／□飼養施設の付近14
の見取図／□役員の氏名及び住所／□犬猫等健康安全計画（犬
猫等販売業者に限る ）。
□その他（ ）

備 考15

備 考

１ 「３(2)要件」欄には、要件を満たす具体的な内容（教育機関及び専攻コースの名称、資格名等）を記入すること。

２ 「５(1)業務の具体的内容」欄には、申請に係る業務の内容をできるだけ具体的に記入すること。また、販売業又は貸出業を営

もうとする場合は、業務の実施の方法について様式第１別記により明らかにした書類を添付すること。

３ 「６ 主として取り扱う動物の種類及び数」欄には、事業所で主として取り扱う動物の種類（種名）をすべて記入すること。ま

た、飼養施設を有している場合は動物の種類ごとに最大飼養保管数を、飼養施設を有していない場合は１日当たりの最大取扱数

を括弧書きで記入すること。なお、種の分類が困難な爬虫類等の動物の種類については、科名、属名等で記入すること。

４ 「７(2)⑤設備の種類」欄には、動物の愛護及び管理に関する法律施行規則第２条第２項第４号に掲げる設備等を備えている場

合に、備えている設備等の該当欄にチェックをすることとし、ケージ等についてはその数を記入すること。

５ 「７(3)管理の方法」欄には、ケージ等の材質、構造及び転倒防止措置を記入すること。

６ 「９ 権原の有無」欄は、所有権、賃借権等事業の実施に必要な事業所及び飼養施設に係る権原の有無についてチェックをする

こと 「９②飼養施設」の欄は、飼養施設を有する場合にチェックをすること。。

７ 「10 事業所以外の場所において重要事項の説明等をする職員」及び「11 事業所ごとに配置される重要事項の説明等をする職

員」欄には、要件を満たす具体的な内容（教育機関及び専攻コースの名称、資格名等）を記入し、必要に応じて成績証明書等を

添付すること。また、該当する職員が複数名在籍する場合は別紙に記載して添付すること。

８ 「14 添付書類」欄には、添付する書類にチェックをすること。なお、新規登録申請時から変更がないもの及び動物の愛護及び

管理に関する法律第14条第１項及び第２項に基づく変更の届出を既に行っている事項に係る添付書類については、省略すること

ができる。

９ 「15 備考」欄には、次に掲げる事項を記入すること。

(1) 申請する事業が、他の法令の規定により行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手

続の進捗状況

(2) 動物の愛護管理に関する法律第12条第１項第５号又は第６号に掲げる事項に違反して罰金以上の刑に処せられた経歴がある

場合、又は同法に基づき動物取扱業の登録を取り消され、若しくは業務の停止を命じられたことがある場合は、その旨及び

処分の日付

(3) 事業所に配置される職員の最低数

(4) この申請に係る事務担当者が申請者と異なる場合は、事務担当者の氏名及び電話番号

10 この様式による登録の申請は、動物取扱業の種別ごと、事業所ごとに行うこと。ただし、同一の事業所において複数の種別の

業務を行う場合であって、これらに係る登録を同時に申請する場合は、申請書は業種ごとに別葉で作成し、共通する添付書類に

ついてはそれぞれ１部提出すれば足りるものとする。

11 この申請書及び添付書類の用紙の大きさは、図面等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。- 33 -



様
式
第
五
中
「

」
の
下
に
「
（

）
」
を
加
え
、
「

」
を
「

実
施
の
方
法

繁
殖
を
行
う
か
ど
う
か
の
別
を
含
む

動
物
取
扱
業

。

」
に
改
め
る
。

第
一
種
動
物
取
扱
業

様
式
第
六
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。

- 34 -



（第５条第１項関係）様式第６の２

年 月 日

殿
都道府県知事

市 長

届出者 氏 名

（ 、 ）法人にあっては 名称及び代表者の氏名

住 所 〒

電話番号

犬猫等販売業開始届出書

犬猫等販売業を開始するので、動物の愛護及び管理に関する法律第14条第１項の規定に基づき、下

記のとおり届け出ます。

記

事 業 所 の 名 称１

事 業 所 の 所 在 地２

３ 年 月 日登 録 年 月 日

登 録 番 号４

□繁殖を行う □繁殖を行わない
５ 犬猫等の繁殖を行う

かどうか

( ) 幼 齢の犬猫等1
の健康及び安全を

保持するための体
６

制の整備
犬

( ) 販 売の用に供
猫

2
することが困難と

等

なった犬猫等の取
健

扱い
康

安

( ) 幼 齢の犬猫等
全

3
の健康及び安全の

計

保持に配慮した飼
画

養、保管、繁殖及

び展示方法

７ 営業開始予定年月日 年 月 日

８ 備 考

備 考

１ この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は 「８ 備考」欄に事務担当者の氏名及び電、

話番号を記入すること。

２ この届出書の用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
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（第５条第７項関係）様式第７の２

年 月 日

殿都道府県知事

市 長 届出者 氏 名

住 所 〒

電話番号

犬 猫 等 販 売 業 廃 止 届 出 書

犬猫等販売業を廃止したので、動物の愛護及び管理に関する法律第 条第３項の規定に基づき、下14
記のとおり届け出ます。

記

事 業 所 の 名 称１

２ 事 業 所 の 所 在 地

３ 登 録 年 月 日 年 月 日

４ 登 録 番 号

５ 第一種動物取扱業

者の氏名又は名称

６ 廃 止 し た 年 月 日 年 月 日

７ 備 考

備 考

１ この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は 「７ 備考」欄に事務担当者の氏名及び電、

話番号を記入すること。

２ この届出書の用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

３ 第一種動物取扱業を廃止した場合には、廃業等届出書を提出すること。
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（第８条第 10号関係）様式第 11

販売時における説明及び確認（貸出時における情報提供）実施状況記録台帳

第一種動物取扱業の種別 □販売 □貸出し

販 売 貸出し
年月日 取引の相手方 取引内容 説明等実施者

現物確認 対面説明 顧客確認 情報提供

（氏名） （種類）
（住所） （数） 済・否 済・否 済・否 済・否
（登録番号）

備 考
１ 「取引の相手方」欄には、相手方が第一種動物取扱業者である場合に登録番号を記入すること。
２ 「現物確認」及び「対面説明」欄については、動物の愛護及び管理に関する法律第２１条の４に基づく販売に係る動
物の現在の状態を見せること及び対面による情報提供を実施した場合に「済」を○で囲むこと。また、これらを実施し
なかった場合には「否」を○で囲むこと。

３ 「情報提供」欄については、動物の愛護及び管理に関する法律施行規則第８条第８号に基づく情報提供を実施した場
合に「済」を○で囲むこと。また、これを実施しなかった場合には「否」を○で囲むこと。

４ 「説明等実施者」欄には、実施者が複数いる場合には、複数の実施者名を記入すること。
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（第10条の３第１項関係）様式第11の２

年 月 日

殿都道府県知事

市 長

届出者 氏 名

（ 、 ）法人にあっては 名称及び代表者の氏名

住 所 〒

電話番号

犬猫等販売業者定期報告届出書

動物の愛護及び管理に関する法律第22条の６第２項の規定に基づき、下記のとおり届け出ます。

記

事 業 所 の 名 称１

事 業 所 の 所 在 地２

３ 年 月 日登 録 年 月 日

登 録 番 号４

５ 年度当初に所有し

ていた犬及び猫の合 犬： 頭、猫： 頭

計数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

６ 年度中に新たに所 犬

有するに至った犬及 猫

び猫の月ごとの合計 月 月 月 １月 ２月 ３月10 11 12
数 犬

猫

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

７ 年度中に販売若し 犬

くは引渡しをした犬 猫

及び猫の月ごとの合 月 月 月 １月 ２月 ３月10 11 12
計数 犬

猫

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

８ 年度中に死亡の事 犬

実が生じた犬及び猫 猫

の月ごとの合計数 月 月 月 １月 ２月 ３月10 11 12
犬

猫

９ 年度末に所有して
犬： 頭、猫： 頭

いた犬及び猫の合計

数

備 考10

- 41 -



備 考

１ 年度途中に登録を受けた場合には、５については登録を受けた時点の頭数を、６から８までにつ

いては、登録を受けた日以降の月ごとの合計頭数を記載すること。

２ 平成 年９月 日現在で、既に動物取扱業の登録を受けている者は、平成 年度に係る報告に25 1 25
ついては、５については平成 年９月１日時点の頭数、６から８までについては平成 年９月以25 25
降の月ごとの合計数を記載すること。

３ この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は 「 備考」欄に事務担当者の氏名及び電話、 10
番号を記入すること。

この届出書の用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。４
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（第10条の４関係）様式第11の３

年 月 日

（犬猫等販売業者名） 殿

都道府県知事・市長名

検案書等提出命令

動物の愛護及び管理に関する法律第22条の６第３項に基づき、以下の書類の提出を命

じます。

提出書類：指定期間内に死亡の事実が発生した全ての犬及び猫の検案書又は死亡診

断書（ただし、指定期間内に所有する犬又は猫に死亡の事実が発生した

場合に限り、獣医師による診療中に死亡した犬及び猫を除く ）。

指定期間： 年 月 日 ～ 年 月 日

提出期日： 年 月 日

提出場所：
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（第10条の６第１項関係）様式第11の４
年 月 日

殿
都道府県知事
市 長 申請者 氏 名

）（法人にあっては、名称及び代表者の氏名
住 所 〒
電話番号

第 二 種 動 物 取 扱 業 届 出 書

動物の愛護及び管理に関する法律 の規定に基づき、下記のとおり第二種動物取扱業を届第24条の２
け出ます。

記

１ 飼養施設の所在地
電話番号

□譲渡し／□保管／□貸出し／□訓練／□展示２ 第二種動物取扱業
□その他（ ）の種別

(1)業務の具３ 業務

体的内容
の内容
及び実

別記のとおり（譲渡し及び貸出しの場合に限る ）
施の方 (2)実 施 の

。
法 方 法

４ 主とし (1)哺乳類
て取り扱
う動物の (2)鳥 類
種類及び
数 (3)爬虫類

□木造／□木造モルタル造／□鉄骨鉄筋コンクリート造／□鉄
( ) 筋コンクリート造／□コンクリートブロック造1 ①建 築 構 造

（ ）構 □その他

②延 床 面 積 ㎡
５ 造

③敷 地 面 積 ㎡
飼 及

床 面④

材
養 び

質 壁 面
施 規

□ケージ等（ 個）
設 模 □給水設備／□消毒設備／□餌の保管設備／□清掃設備／□遮

光等の設備／□訓練場／□排水設備／□洗浄設備／□廃棄物の
⑤設 備 の 種 類

集積設備／□空調設備

(2)管 理 の 方 法

年 月 日
（これまでの事業年数： 年）６ 事業の開始年月日

①事業所 □有 □無
７権原の有無

□有 □無②飼養施設
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□登記事項証明書／□業務の実施の方法／□飼養施設の平面図
８ 添 付 書 類 ／□飼養施設の付近の見取図／

□その他（ ）

備 考９

備 考

１ 「３(1)業務の具体的内容」欄には、届出に係る業務の内容をできるだけ具体的に記入すること。また、譲渡業又は貸出業を行

おうとする場合は、業務の実施の方法について本様式別記により明らかにした書類を添付すること。

２ 「４ 主として取り扱う動物の種類及び数」欄には、事業所で主として取り扱う動物の種類（種名）をすべて記入すること。ま

た、動物の種類ごとに最大飼養保管数を記入すること。なお、種の分類が困難な爬虫類等の動物の種類については、科名、属名

等で記入すること。

３ 「５(1)⑤設備の種類」欄には、動物の愛護及び管理に関する法律施行規則第10条の６第２項第２号に掲げる設備等を備えてい

る場合に、備えている設備等にチェックをすることとし、ケージ等についてはその数を記入すること。

４ 「５(2))管理の方法」欄には、ケージ等の材質、構造及び転倒防止措置を記入すること。

５ 「７ 権原の有無」欄は、所有権、賃借権等事業の実施に必要な事業所及び飼養施設に係る権原の有無についてチェックをする

こと。

６ 「９備考」欄には、次に掲げる事項を記入すること。

(1) 届出する事業が、他の法令の規定により行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手

続の進捗状況

(2) 届出の際、飼養施設が完成していない場合は、その竣工予定日

(3) この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は、事務担当者の氏名及び電話番号

７ この様式による届出は、第二種動物取扱業の種別ごと、飼養施設ごとに行うこと。ただし、同一の飼養施設において複数の種

別の業務を行う場合であって、これらに係る届出を同時にする場合は、届出書は業種ごとに別葉で作成し、共通する添付書類に

ついてはそれぞれ１部提出すれば足りるものとする。

８ この届出書は、その写しも含めて２部提出すること。

９ この届出書及び添付書類の用紙の大きさは、図面等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。
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様式第11の４別記

年 月 日

第二種動物取扱業の実施の方法

氏 名

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

住 所 〒

電 話 番 号

第二種動物取扱業の種別 □ 譲渡業 □ 貸出業

項 目 実 施 方 法

□ 譲渡しに当たって、あらかじめ、譲渡しようとする動物の品

、 、
１ 譲渡しようとする動物

種等の名称 飼養又は保管に適した飼養施設の構造及び規模

適切な給餌及び給水の方法、適切な運動及び休養の方法及び
の特性及び状態に関する

遺棄の禁止その他当該動物に係る関係法令の規定による規制
情報の提供の方法

の内容を譲渡先に対して説明

□ その他（ ）

、 、□ 譲渡しに当たって 飼養・保管をしている間に疾病等の治療

ワクチンの接種等を行った動物について、獣医師が発行した

疾病等の治療、ワクチンの接種等に係る証明書を顧客に交付
２ 動物の治療、ワクチン

□ 譲渡しに当たって、当該動物を譲渡した者から受け取った疾接種等に係る証明書の交
、 、付の方法 病等の治療 ワクチンの接種等に係る証明書がある場合には

これを顧客に交付

□ その他（ ）

□ 貸出しに当たって、あらかじめ、貸出しをしようとする動物

の品種等の名称、飼養又は保管に適した飼養施設の構造及び
３ 貸出しをしようとする

規模、適切な給餌及び給水の方法、適切な運動及び休養の方
動物の特性及び状態に関

法及び遺棄の禁止その他当該動物に係る関係法令の規定によ
する情報の提供の方法

る規制の内容に関する情報を提供

□ その他（ ）

備 考

備 考

１ 「その他」の場合は、内容を詳細に記入すること。

２ 譲渡業の場合は１及び２を、貸出業の場合は３を記入すること。

この書類の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。３
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（第10条の７第１項関係）様式第11の５

年 月 日

殿
都道府県知事

市 長 届出者 氏 名

（ 、 ）法人にあっては 名称及び代表者の氏名

住 所 〒

電話番号

第 二 種 動 物 取 扱 業 変 更 届 出 書

第二種動物取扱業の種別

事業の内容及び実施の方法

主として取り扱う動物の種類及び数 を変更するので、

飼養施設の構造及び規模

飼養施設の管理の方法

動物の愛護及び管理に関する法律第24条の３第１項の規定に基づき、下記のとおり届け出ます。

記

年 月 日
１ 第二種動物取扱業の

届出をした年月日

□譲渡し □保管 □貸出し □訓練 □展示
２ 第二種動物取扱業の種別

□その他（ ）

(1)変更前

変更内容３

変更後(2)

年 月 日４ 変更予定年月日

５ 変 更 理 由

□登記事項証明書／□飼養施設の平面図／□飼養施設の付近

の見取図６ 添 付 書 類

□その他（ ）

７ 備 考

備 考

１ この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は 「７ 備考」欄に事務担当者の氏名及び電、

話番号を記入すること。

２ この届出書及び添付書類の用紙の大きさは、図面等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４

とすること。
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（第10条の７第３項関係）様式第11の６

年 月 日

殿
都道府県知事

市 長 届出者 氏 名

（ 、 ）法人にあっては 名称及び代表者の氏名

〒住 所

電話番号

第 二 種 動 物 取 扱 業 変 更 届 出 書

氏名・名称・住所・代表者氏名
管理に関する法律

飼養施設の所在地
を変更したので、動物の愛護及び

第24条の３第２項の規定に基づき、下記のとおり届け出ます。

記

年 月 日１ 第二種動物取扱業の

届出をした年月日
□譲渡し □保管 □貸出し □訓練 □展示

２ 第二種動物取扱業の種別
□その他（ ）

(1)変更前
変更内容３

(2)変更後

４ 変 更 年 月 日 年 月 日

５ 変 更 理 由

□登記事項証明書／□その他（ ）６ 添 付 書 類

７ 備 考

備 考

１ この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は 「７ 備考」欄に事務担当者の氏名及び電、

話番号を記入すること。

２ この届出書及び添付書類の用紙の大きさは、図面等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ

４とすること。
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（第10条の７第３項関係）様式第11の７

年 月 日

殿都道府県知事

市 長 届出者 氏 名

住 所 〒

電話番号

飼 養 施 設 廃 止 届 出 書

飼養施設を廃止したので、動物の愛護及び管理に関する法律第24条の３第２項の規定に基づき、

下記のとおり届け出ます。

記

１ 飼養施設の所在地

年 月 日２
第二種動物取扱業の

届出をした年月日

第二種動物取扱業者
３

の氏名又は名称

年 月 日４ 廃 止 年 月 日

５ 備 考

備 考

１ この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は 「５ 備考」欄に事務担当者の氏名及び電、

話番号を記入すること。

２ この届出書の用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
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（第10条の８関係）様式第11の８

年 月 日

殿都道府県知事

市 長 届出者 氏 名

住 所 〒

電話番号

廃 業 等 届 出 書

第二種動物取扱業者が死亡

法人が合併により消滅
したので、動物の愛護及び管理に関する法律第24条の４

法人が破産手続開始の決定により解散

法人が上記以外の理由により解散

において準用する同法第16条第１項の規定に基づき、下記のとおり届け出ます。

記

１ 飼養施設の所在地

年 月 日２
第二種動物取扱業の

届出をした年月日

第二種動物取扱業者
３

の氏名又は名称

年 月 日４ 廃 業 等 年 月 日

５ 備 考

備 考

１ この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は 「５ 備考」欄に事務担当者の氏名及び電、

話番号を記入すること。

２ この届出書の用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
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の
取
次
ぎ
又
は
代
理
を
含
む
。
次
項
、

。

第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
二
十
一
条
の
四
に
お
い
て
同
じ

、
保
管
、
貸
出
し
、
訓
練
、
展
示
（
動
物
と
の
触
れ

。
）

合
い
の
機
会
の
提
供
を
含
む
。
次
項
及
び
第
二
十
四
条
の
二
に
お
い
て
同
じ

）
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
取
扱
い
を
業
と
し

。

て
行
う
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
四
十
六
条
第
一
号
に
お
い
て
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
」
と
い
う

）
を
営
も
う

。

と
す
る
者
は
、
当
該
業
を
営
も
う
と
す
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う

）
に
あ
つ
て
は
、

。

そ
の
長
と
す
る
。
以
下
こ
の
節
か
ら
第
五
節
ま
で
（
第
二
十
五
条
第
四
項
を
除
く

）
に
お
い
て
同
じ

）
の
登
録
を
受
け

。

。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
省
略
）

（
第
二
種
動
物
取
扱
業
の
届
出
）

飼
養
施
設
（
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ

）
を
設
置
し
て
動
物
の

第
二
十
四
条
の
二

。

取
扱
業
（
動
物
の
譲
渡
し
、
保
管
、
貸
出
し
、
訓
練
、
展
示
そ
の
他
第
十
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
取
扱
い
に
類
す
る

取
扱
い
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
そ
の
他
の
取
扱
い
」
と
い
う

）
を
業
と
し
て
行
う

。

こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
二
種
動
物
取
扱
業
」
と
い
う

）
を
行
お
う
と
す
る
者
（
第
十
条
第
一
項
の
登

。

）

録
を
受
け
る
べ
き
者
及
び
そ
の
取
り
扱
お
う
と
す
る
動
物
の
数
が
環
境
省
令
で
定
め
る
数
に
満
た
な
い
者
を
除
く

）
は
、

面

。

第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
が
犬
又
は
猫
の
取
扱
い
を
行
う
場
合
そ
の
他
環
境

裏

省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
飼
養
施
設
を
設
置
す
る
場
所
ご
と
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
環
境
省
令

（

で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
次
の
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
七

（
省
略
）

（
報
告
及
び
検
査
）

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
及
び
第
二
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
必
要

第
二
十
四
条

な
限
度
に
お
い
て
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
に
対
し
、
飼
養
施
設
の
状
況
、
そ
の
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
そ
の
他

必
要
な
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
の
事
業
所
そ
の
他
関
係
の
あ
る
場

所
に
立
ち
入
り
、
飼
養
施
設
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
提
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
七
条

一
・
二

（
省
略
）

三

第
二
十
四
条
第
一
項
（
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
又
は
第
三
十
三
条
第
一

。

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、

若
し
く
は
忌
避
し
た
者

四

（
省
略
）
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様
式
第
十
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（第15条第１項関係）様式第14
年 月 日

殿
都道府県知事
市 長

申請者 氏 名
（ 、 ）法人にあっては 名称及び代表者の氏名
住 所 〒
電話番号

特 定 動 物 飼 養・保 管 許 可 申 請 書

動物の愛護及び管理に関する法律第26条第２項の規定に基づき、下記のとおり許可の申請を
ます。し

記
(1)種類

１ 特定動物の (2)数
種類及び数 (3)実際に飼養又は保

管をしようとする数
２ 飼養又は保 □愛がん □販売 □展示 □試験研究等
管の目的 □その他（ ）
特定飼養施３

設の所在地
□おり型施設等 □擁壁式施設等 □移動用施設

(1)構造
４ 特定飼養施 □水槽型施設等 □その他（ ）
設の構造及び 材 質

(2)規模規模

、 。
(1)特定飼養施

具体的な方法については 別に保守点検計画を添付すること
設の点検方法

(2)飼養又は保
５ 飼養又は保 管が困難とな
管の方法 った場合の対

処方法
(3)運搬時の逸
走防止措置

( 1 )現 在の ②動物の愛護及び管理
飼養又は ①飼養又は保管 に関する法律施行規

６ 保管の状 をしている数 則第20条第３号に規
況 定する措置内容

そ □申請者本人 □申請者以外①管理責任者
の （申請者以外の場合は②～④を記入）

②氏名
他 ( 2 )管 理責
任者

③住所 ④電話番号

７ 役員の氏名
及び住所

□特定飼養施設の構造及び規模を示す図面／□特定飼養施設の写真／□特定飼
養施設の付近の見取図／□申請者が動物の愛護及び管理に関する法律第27条第
１項第２号イからハまでに該当しないことを説明する書類／□獣医師又は行政

８ 添付書類等 機関が発行したマイクロチップの識別番号に係る証明書／□脚環の識別番号に
係る証明書／□脚環の装着状況を撮影した写真／□特定動物の飼養又は保管に
係る管理の体制を記載した書類／□特定飼養施設の保守点検に係る計画
□その他（ ）

年 月 日
９ 飼養保管開
始予定年月日

年 月 日10 現に受けて ( )番号 ( )許可年月日1 2
( )有効期間の末日 年 月 日いる許可 3

11 備 考
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備 考
「 」 、 。１ １(2)数 欄には 飼養施設において飼養又は保管をする特定動物の最大数を記入すること

「１(3)実際に飼養又は保管をしようとする数」欄には、当面実際に飼養又は保管をしようとす
る特定動物の数を記入すること。

２ 「６(1)現在の飼養又は保管の状況」欄は、申請に係る特定動物を申請時に現に飼養又は保管
。 、 。をしている場合に記入すること この欄に記入できない場合には 別紙に記載して添付すること

３ 「７ 役員の氏名及び住所」欄には、申請者が法人の場合に記入すること。この欄に記入でき
ない場合には、別紙に記載して添付すること。

４ 申請に係る特定動物に入れ墨等により識別措置を実施する場合は 「８ 添付書類等」欄にお、
いて「その他」にチェックし、括弧内に入れ墨等による識別措置を実施する旨を記入した上で、
その実施方法について記入した書類を添付すること。

５ 「10 現に受けている許可」欄には、飼養又は保管の許可を受けて特定動物を飼養又は保管し
ている場合であって、当該許可の有効期間内に同一特定飼養施設における同一特定動物に係る許
可の申請をする場合に記入すること。

６ この申請に係る事務担当者が申請者と異なる場合は 「11 備考」欄に事務担当者の氏名及び、
電話番号を記入すること。

７ この申請書の用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
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「特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
方
法

様
式
第
十
八
中
「

」
を

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
方
法

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
措
置

に
改
め
る
。

」

「特
定
動
物
の
管
理
責
任
者

様
式
第
十
九
中
「

」
を

に
、
「

特
定
動
物
の
主
な
取
扱
者

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
措
置

」

主
な
取
扱
者
」
を
「
管
理
責
任
者
」
に
改
め
る

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
九

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
十
条
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
同
条
第
三
項
の
犬
猫
等
販
売
業
を
営
ん
で
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い
る
者
に
あ
っ
て
は
、
第
十
条
の
三
第
二
項
の
期
間
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
九
に
よ
り
掲
示
さ
れ
て
い
る
標
識
及
び
同
規
則
様
式
第
十
に
よ
り
掲
示
さ
れ
て
い
る
識
別

章
は
、
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
た
標
識
と
み
な
す
。

第
四
条

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
附
則
第
三

条
第
二
項
の
届
出
は
、
附
則
様
式
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
旧
規
則
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、

こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（附則第４条関係）附則様式

年 月 日

殿
都道府県知事

市 長

届出者 氏 名

（ 、 ）法人にあっては 名称及び代表者の氏名

住 所 〒

電話番号

犬猫等販売業営業届

犬猫等販売業を営んでいるので、動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律附則第３

条第２項の規定に基づき、下記のとおり届け出ます。

記

事 業 所 の 名 称１

事 業 所 の 所 在 地２

３ 年 月 日登 録 年 月 日

登 録 番 号４

□繁殖を行う □繁殖を行わない
５ 犬又は猫の繁殖を行

うかどうか

( ) 幼 齢の犬猫等1
の健康及び安全を

保持するための体
６

制の整備
犬

( ) 販 売の用に供
等

2
することが困難と

健

なった犬猫等の取
康

扱い
安

全

( ) 幼 齢の犬猫等
計

3
の健康及び安全の

画

保持に配慮した飼

養、保管、繁殖及

び展示方法

７ 備 考

備 考

１ この届出に係る事務担当者が届出者と異なる場合は 「７ 備考」欄に事務担当者の氏名及び電、

話番号を記入すること。

２ この届出書の用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
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